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	青少年支援・指導の方々に 期待される３つの役割
	スグに役立つ体験的な研修！ はじめての方でも大丈夫！詳細は裏面へ
	アイスブレイキング
	チームビルディング
	自 然 体 験 活 動
	子どもと関わるスキル

	その他の事業 （連携・活動支援・受託事業等）
	☆県立青少年センター子どもフェスティバル・  　子ども会大会(R9年1月31日)
	☆中学生の主張 in かながわ作文コンクール (9月27日)
	☆元気な子ども・若者の地域活動調査事業
	☆神奈川県青少年指導者養成協議会
	詳細はこちら↓

	☆青少年資料室の運営(3階指導者育成課事務室内)
	☆団体への支援・協力
	☆講師派遣


	神奈川県立 青少年センター 指導者育成課
	～体験を通じて、 　  育ちと学びを～
	アクセス
	2026年度研修事業一覧 (日時は予定。詳細はHPを参照)


	(1)地域や組織で活躍する支援・ 指導者の 　 研修等
	★子どもの体験活動をすすめる指導者セミナー ＜子どものやる気を引き出すコーチング編＞ ［8月20日］ 子どもの体験活動の推進を図る 中で生じる課題について、専門 家を講師に招き体験型のワーク ショップを行います。 2024年度は「水辺の活動」、 2025年度は「親業（ゴードン メソッド）」の研修を行いました。 今年度は「コーチング」を体験 することで、子どもたちの自己 肯定感を高める手法を学びます。
	［計４回開催］


	研修の詳細はこちら→
	（2）若者・リーダー育成の研修等　　　　
	★コミュニケーションスキルアップセミナー ［8月18日］ 中学生以上の若者と成人の青少年 支援・指導者等を対象に、即興演劇 （インプロ）の手法を使って、コミ ュニケーション能力や表現力の向上 を図ります。


